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私たちは、美しくめぐみ豊かな自然にはぐくまれ、歴史と伝統に輝

くふるさと有田市をかぎりなく愛し、真実を求め平和を願い、未来に

向けて生々発展する希望のまちづくりを期し、ここにこの憲章を定め

ます。 

 

 

  一 自然を愛し、人を大切にするこころ豊かな市民になり 

ましょう。 

 

 一 心身をきたえ、健やかで生きがいのある生活をきずき 

ましょう。 

 

 一 家庭や地域の環境をととのえ、未来にはばたくたくま 

しい青少年を育てましょう。 

 

 一 ともに学び、文化を高め、うるおいのあるまちづくり 

をめざしましょう。 

 

  一 伝統と創造を重んじ、英知を集め、活力あるまちづく 

りにつとめましょう。 

 



 

 

はじめに 
 
 本市は、世界遺産である高野山を源流とする有田川が流れ、

川の両岸の山々には季節になると、温州みかんが黄金色に実る

段々畑が拡がり、西側エリアが面する紀伊水道では日本一の漁

獲量を誇る太刀魚をはじめとした多くの水産物が水揚げされる

など、豊かな自然に恵まれたまちです。 

しかし、時代の変化とともに私たちの生活が豊かになるにつ

れ、生活ごみや産業廃棄物の増加、ごみの不適正処理や廃棄物

の不法投棄、生活雑排水など、自然環境に影響する様々な問題

が発生しています。 

世界規模においては、地球温暖化や気候変動などが問題とな

り、様々な国際会議でその対策が議論されています。昨年、イギ

リスのグラスゴーで行われた「国連気候変動枠組条約第２６回

締約国会議（ＣＯＰ２６）」においても、地球温暖化対策について話し合われ、2100 年の世

界平均気温を産業革命前に比べて１．５℃以内にするという目標などを盛り込んだ「グラス

ゴー気候合意」が採択されました。 

本市におきましても、この自然豊かで美しいまちを守るため、廃棄物の適正処理、エネル

ギー消費量の抑制や生活排水対策などに取り組むことで、環境負荷の少ない社会の形成、多

様な自然環境の保全に努めてまいります。 

また、市民の皆様をはじめ事業所等と連携を図り、環境保護への意識を高めることで「循

環型社会」「低炭素社会」の構築に向け、環境施策に取り組んでまいりたいと考えておりま

すので、市民の皆様一人ひとりの自主的かつ積極的なご参加をよろしくお願いいたします。 

 この環境白書は、地球規模的なものから私たちの身近な環境についてまでの課題や状況、

さらには令和２年度における有田市内の大気、水質、騒音等について測定した結果などをも

とに環境状況を取りまとめたものです。この冊子をもとに、環境問題に関する認識をさらに

深められ、一緒に考えていただければ幸いに存じます。 

 

 
令和４年３月    

有田市長  望 月 良 男 
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